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ヒトの体内組織のうち大部分の体細胞組織
にはテロメラーヤ活性がなく､生殖鵜や生理
的再生組織で活性が検出されるのみである｡
これに対して､′げっ歯類では肝臓などの組紙
にも､テロメラーゼ活性があり､活性の分布が
ヒトの場合と異なる｡体細胞組織のテロメア
長は,ヒトでは10kbp以下であるが,げっ歯
類では30-50kbpと長い｡テロメラーゼとテ
ロメア長は生命の基本的な機構であり､同じ
は乳類であるヒトとマウスで異なる,=とは舛
昧深い｡霊長類 (アカゲザル,カニクイザル)
でのテロメラーゼ活性をTRAp-HPA法で､
テロメア長をサザン解析により測定した｡
テロメラーゼ活性については生殖鵜､碑股､
消化管組織で強い活性が検出されたが､他の
縦紙においては弱い活性であった｡このよう
な活性の分布はヒトと類似する｡一方､テロ
メア長はアカゲザル.カキクイザルにおいて
はいずれの組織でも20kb以上で,チンパン
ジー,オランウータンでも同様であった｡ヒ
トテロメア長の10kb以下に比べて非常に長
く､むしろげっ歯類のそれに近いものであっ
た｡このように､サルはテロメラーゼ活性の
分布においてはヒトに近いのに対し､テロメ
ア長は類人猿においてもヒトとは大きく異な
るというとは,ヒトへの進化が少数の祖先鵜
川から行われた可能性を支持する興味探いも
のである｡
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